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文序

目まぐるしい程の変化を経ながら、わが仙台市は近年 目覚ましい発展をとげ、21世紀に向けて大きく飛躍の道を

歩んでいることは、市民一人一人の誇 りでもあ り、市政に携わっているものとして大変喜ばしいかぎりです。

将来の都市像 として、「歴史と伝統に培われた風土を大切にすること」を基本的な視点の一つとしてお りますが、

この歴史と伝統こそ文化財の本質であ ります。教育委員会では、市内にのこる貴重な文化財を保護 し、後世に伝え

るとともに、市民生活の中で親 しんで頂けるよう、様々な角度から事業の推進に取 り組んで参 りました。

保護管理事業では、今回新たに建造物の中から太白区向山の愛宕神社本殿・ 拝殿 と考林区荒町のFL沙門堂唐門の

2件を市文化財 として指定いた しました。また、重要なものを指定する指定文化財に加え、特に保存の望ましいも

のを幅広 く登録する登録文化財制度を発足させ、有形文化財として建造物24件、無形文化財 として民俗芸能 5件を

初めて登録いた しました。普及啓発事業では、文化財めぐり、文化財講演会、文化財展、民谷芸能のつどい等、多

彩な市民参加行事を実施 し、いずれもご好評頂きましたことは主催者として喜びに堪えません。埋蔵文化財の発掘

調査事業につきましても多 くの皆様のご協力とご支援を頂 きながら23件の野外調査・ 室内整理を行って参 りまし

た。郡山遺跡ではI期官衝の政庁の西限かと考えられる遺構群、仙台港背後地の沼向遺跡では古墳時代初期の方墳

や方形周溝墓、元袋遺跡では江戸時代初めの伊達家の御仮屋かと思われる屋敷跡など、多 くの新 しい事実が判明し、

学会でも話題をよぶ大きな成果を得た調査も含まれてお ります。また、昭和63年の調査・ 発見以来、注目を集めて

まい りました富沢遺跡の旧石器時代遺構群につきましては、 (仮称)富沢遺跡朱存館として平成 6年度着工致 しま

したが、 8年 3月 に竣工 し、市民の皆様からお寄せいただいた案を参考に愛称も「地底の森 ミュージアム」と決定

いたしました。建物の周囲には「氷河期の森」が再現整備されますが、この造成植栽工事も平成 8年秋の開館をめ

ざして進められてお ります。

今後とも文化財保護行政に対 しまして、市民の皆様のご支援 とご助言を賜 りますようお願い申し上げ、刊行のご

挨拶 といたします。

平成 8年 3月

仙台市教育委員会

教育長 」呼 山 繁
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例   言

1,本書は仙台市教育委員会生涯学習部文化財課が、平成 7年度に実施した撮護管理 心普及啓発・埋蔵文化財調査

の各事業に関する年度報告書である。

2.本書の地形図は、建設省国土地理院発行五万分の一「仙台」を使用した。

3.執筆は1各担当が行い、編集は全1員の協力のもとに本村浩二が行った.。



I 文化財の保護管理

(1)文化財 の指定

仙台市教育委員会は、仙台市文化財県護委員会の答申を受けて平成 8年 1月 30日 付で建造物 2件を新たに仙台

市指定有形文化財に指定した。

① 有形文化財 (建造物)

愛宕神社本殿 。拝殿  2棟 江戸時代

仙台市太白区向山四丁目37番地

愛宕神社は、伊達氏と共に米沢から岩出山を経て仙台に移った。始めは今の元寺小路にあったが、正保 2～

3年 (1645～ 1646)に作成された「仙台城絵図」には既に愛宕山に描かれているところから寛永末年頃までに

は現在地に移ったと思われる。

社殿は、本殿と拝殿を幣殿でつないだ形で、幣殿は明治時代に設けられ、昭和45年に改修された。本殿は、

一間社流造、桟瓦葺でかっては柿葺であった。拝殿は、桁行五間、梁間三間、入母屋造、鋼板葺で、一間の向

拝が付く。建築年代については、様式手法からみて江戸時代初期頃と考えられる。

慶長 8年、慶安 3年、元禄 7年の棟札が残されているが、慶長 8年は、元寺小路にあった頃のもの、慶安 3

年は現在地に移転してからのもの、元禄 7年は修復された時のものと考えられる。仙台市内に残る数少ない江

戸時代初期の神社建築として貴重である。

② 有形文化財 (建造物)

昆沙門堂唐門   1棟

仙台市若林区荒町206番地

毘沙門堂は、寛永20年 (1643)の造営とされるが、唐門の建築年代については、様式手法から江戸時代中期

頃と考えられる。

唐門は、一間一戸の本瓦葺の屋根の側面に唐破風をつけた平唐門で、唐破風が正面を向いた向唐門よリー般

に簡素で、唐門としては一段古い形式である。屋根に鴫尾を載せ、左右に袖塀が付く。比較的小規模な門であ

るが、重厚で洗練された意匠をもち、仙台市内に残る貴重な平唐門である。

(2)文化財 の登録

仙台市教育委員会では、平成 7年度から仙台市文化財保護条例を改正し、文化財のうち重要なものを指定する

指定文化財に加え、保護の充実を図るため市内の文化財で特に保存の望ましいものを幅広く登録する登録文化財

制度を発足した。仙台市文化財保護委員会の意見を聴き、 9月 と3月 に新登録文化財として登録有形文化財 (建

愛宕神社拝殿 毘沙門堂唐門



造物)24件、登録無形民俗文化財 (民俗芸能)5件の計29件を登録 した。

登録有形文化財 (建造物 )

(3)仙台市文化財保護委員会

平成 7年度は、仙台市文化財保護委員会の定例会6回 と臨時会 1回を開催した。

1 安藤家住宅 青葉区官町 ハ源寺本堂・山門 若林区成田町

2 大滝不動堂 太白区秋保町 大崎八幡神社石段 青葉区八幡

3 釈迦堂 官城野区相岡 亀岡八幡神社石段 青葉区川内

4 壽徳寺山門 青葉区国見 東照官石段 青葉区東照官

5 松音寺山門 若林区新寺 仙岳院本堂 青葉区東照官

6 稀念寺本堂 青葉区新坂町 清浄光院本堂 青葉区宮町

7 昌繁寺山門・ 観音堂 青葉区新坂町 延寿院本堂・ 地蔵堂 青葉区官町

8 正楽寺本堂 。山門 若林区新寺 善入院観音堂 官城野区原町

9 椙岡天満宮唐門 宮城野区相岡 瑞鳳寺高尾門 青葉区霊屋下

仏眼寺本堂 若林区荒町 生出森八幡神社里官 太白区茂庭

陸奥国分寺鐘楼 若林区木ノ下 北山羽黒神社境内社 青葉区北山

陸奥国分寺準砥観音堂 若林区木ノ下 愛宕神社神門 太白区向山

登録無形民俗文化財

1 木ノ下白山神社丹波神楽 若林区木ノ下 4 秋保神社神楽 太白区秋保町

七郷神社丹波神楽 若林区荒井 5 通町熊野神社神楽 青葉区通町

3 仙台東照宮神楽 青葉区東照官

日 程 内 容

4月 25日 仙台市指定天然記念物「 ミズ′ミショゥ」

平成 6年度文化財課事業報告について

平成 7年度文化財課事業計画について

の追加指定及び名称変更について

6月 13日 (1)仙台市登録有形文化財の候補について

7月 5日 文化財現地視察

① 富沢遺跡保存館建設工事進捗状況視察 ② 富沢遺跡、元袋遺跡発掘調査視察

8月 8日 仙台市登録有形文化財の登録について

新指定文化財の候補について

10月 18日 文化財現地視察 福島県白河市

① 小峰城跡 ② 白河集古苑 ③ 南湖公園 ④ 松風亭薙月庵 ⑤ 翠楽苑

⑥ 明治記念館 ⑦ 藤田記念館

12月 19日 仙台市指定有形文化財の新指定について

仙台市指定史跡「経ケ峯伊達家墓所」の現状変更について



(1)仙台市登録有形文化財、仙台市登録無形民俗文化財の登録について

(2)平成 7年度発掘調査報告

文化財現地視察

① 経ケ峯伊達家墓所 ② 富沢遺跡保存館慮設工事現場

律)補 助事業

① 陸奥国分寺跡及び陸奥国分尼寺跡買上

史跡の保護活用を図るため、陸奥国分寺跡地内の土地 2件 (835.15r)、 陸奥国分尼寺跡地内の土地 1件 (402

19.12)を公有化した。

② 有形文化財補助

指定文化財の保存修理のため次の事業に対して補助を実施した。

・大崎八幡神社管理事業 (社殿漆塗修理、長床畳替、防災設備保守点検)

・東照官管理事業 (透塀漆塗修理、防災設備保守′点倹)

・陸奥国分寺薬師堂管理事業 (防災設備保守点検)

・陸奥国分寺薬師堂防災施設整備事業 (自 動火災報知機、放水銃、避雷針設置)(8・ 9年度継続)

。賀茂神社本殿防災施設整備事業 (自 動火災報知機、空気管張替)

。泰心院山門修理事業 (山門柱修理)

③ 無形文化財補助

伝統的な工芸技術である官城県指定無形文化財「精好仙台平技術」の保持事業に対し補助を実施した。

④ 無形民俗文化財補助

民俗芸能の後継者養成等の保持事業及び大道具製作補修事業に対し補助を実施した。

・民俗芸能保持事業補助

秋保 (湯元、長袋、馬場)の田植踊、大崎八幡神社の能神楽、愛子の田植踊、大倉の役人田植踊、新川の

田植踊、キ沢の田植踊、下倉の田植踊、川前の鹿踊・剣舞、野口の鹿踊、滝原の顕拝、福岡の鹿踊 。剣舞、

馬場愛宕神社神楽、上谷刈の鹿踊 。剣舞、大沢の田植踊、榊流青麻神楽、生出森八幡神楽  18団体
。大道具等製作補修補助

長袋の田植踊、大崎八幡神社の能神楽、愛子の田植踊

(5)文化財 の管理

① 史跡等の維持管理

遠見塚古墳、陸奥国分寺跡、山田上ノ台遺跡、富沢遺跡、三沢初子の墓など、松森焔硝蔵跡等について、定

期的に除草清掃を実施した。

② 史跡等の現状変更

現状変更の内容としては、史跡陸奥国分寺跡の消火管配管、公園水飲場の改修、カーブミラーの建替、史跡

経ケ婆伊達家墓所の歩道整備・枯木伐採、史跡遠見塚古墳のベンチ設置、天然記念物青葉山の構木伐採、特別

天然記念物カモツカの滅失 8件などであった。

③ 文化財防火デー

第41回文化財防火デーに際し、 1月 26日 を中心に仙台市消防局と連携して、管轄消防署による指定建造物の

特別査察や、地域住民等の協力を得て、防災訓練等を実施した。

④ 伝統工芸新作展



地域の伝統工芸作家の保護育成のため、伝統工芸新作展を宮城県教育委員会等と共催した。

(6)文化財の調査

官城野区及び若林区内の文化財分布調査を実施し、宮城野区・若林区文化財分布地図を発行した。

Ⅱ 文化財の普及啓発

市民の文化財に対する理解と認識を深め、文化財保護思想の啓発を図るため次の事業を実施した。

(1)説明板、標柱 の設置

名 称 種 別 設 置 場 所

説明板 毘沙門堂唐門 新設 若林区荒町206

刀工本郷国包の墓所 再建 若林区新寺 2丁 目7-33

郡山遺跡 再建 太白区郡山

安久諏訪古墳 再建 太白区西中田

標 柱 善応寺横穴古墳群 再建 宮城野区燕沢 2丁 目3-1

葛岡城跡 再建 青葉区郷六字館 7

(2)文化財パ ンフンット等の発行

① 「広報文化財」第52号、第53号、第54号            各13,000部

② 文化財パンフレット第37集  「飛鳥時代の仙台平野」        5,000部

③ 文化財パンフレット第38集  「大野田遺跡」           10,000部

④ 文化財パンフレット第 9集  「仙台城」増刷            5,000部

⑤ 文化財パンフレット第18集  「甦る城棚 郡山遺跡」増刷      5,000部

⑥ 文化財パンフレット第33集  「氷河期の富沢」増刷         5,000部

⑦ 文化財パンフレット第35集  「辻標」増刷             1,000部

(3)文化財 め ぐり

テーマ :「松島湾の貝塚をめぐる」 平成 7年 9月 9日 ①

行 先 :七ケ浜町歴史資料館、大木囲貝塚 (七ケ浜町)

奥松島縄文村歴史資料館、里浜貝塚 (鳴瀬町)

(4)文化財講演会

テーマ :「登録文化財西洋事情」  平成 7年 12月 9日 ①エル・パーク仙台セミナーホール

講 師 :ジ ャン=ピエール・パグリアノ  アリアンス。フランセーズ仙台院長

(5)第 10回民俗芸能のつどい

一仙台藩に伝わる民俗芸能― 平成 8年 3月 24日 (日)仙台市青年文化センター シアターホール

出 演 :馬場の田植踊、生出森八幡神社神楽、福岡の鹿踊・剣昇、梁川金津流獅子躍

解 説 :千葉 雄市氏  仙台市文化財保護委員会委員

民俗芸能の記録保存のため、「第10回民俗芸能のつどい」のビデオ撮影を実施した。



文化財講演会 民俗芸能のつどい

(6)親子古代食体験

前年度まで夏休みの体験行事 として開催 していた夏休み親子縄文体験を発展させ、今年度は「親子古代食体験

―縄文人の食事・ 弥生人の食事―」 として、 7月 29日 ⑭、 8月 19日 ⑬の 2日 間にわた り開催 した。市内小学 6年

生の親子12組を対象に、泉市民センターを会場 として実施 した。主な内容は以下のとお りである。

第 1日 目 縄文講座 1「縄文人の食生活 1」

食体験 1 「土器・ 石器で調理 しよう」

縄文講座 2「縄文人の食生活 2」

食体験 2 「縄文 クッキーをつ くろう」

縄文講座 3「縄文人の食生活 3J

第 2日 目 弥生講座 1「林生人の食生活 1」

食体験 3 「古代米を炊いてみよう」

弥生講座 2「秀生人の食生活 2」

食体験 4 「古代米を食べてみよう」

縄文時代の食生活についての概観を説明した。

石器・ 石皿・ 磨石と縄文土器を使い実際に調理 した。

山形県押出遺跡出上の縄文 クッキーについての説明をし

た。

縄文 クッキーの復元を試みた。

縄文時代の食生活についてのまとめ

弥生人の食生活についての概観を説明した。

黒米 。赤米のほかアワを炊いてみた。

古代米について、道具の変遷についての説明をした。

古代米の試食と現代米との比較を行った。

(7)第 23回文化財展 ―飛鳥時代 の仙台平野 ―

平成 3年度から継続している時代展シリーズの 5回 日として、第23回文化財展を10月 26日 い～H月 8日いの14

日間、仙台市博物館ギャラリーにおいて実施した。 6世紀末から8世紀初頭を飛鳥時代としてとらえ、「飛£時

代の仙台平野Jと いうテーマを設定し、仙台市内の遺跡から出土した遺物378点 と写真パネル82点の展示を行っ

親子古代食体験「 縄文クッキーをつくろう」 親子古代食体験「土器 。石器で調理 しよう」



た。来場者には仙台市文化財パソフレット第37集『飛舟時代の仙台平野』を配布した。期間中、1,887名 にも及

ぶ市民の方々が会場を訪れた。展示の構成は以下のとおりである。

1コ ーナー 「飛鳥時代」 飛鳥時代の概観について展示 した。

2コ ーナー 「律令政治の進展」 中央との関係を密接に持った行政施設としての官衛について展示した。

3コ ーナー 「律令国家と仏教」 仏教を受容し、寺院建設が国家事業として始められたことについて展示し

,こ 。

4コ ーナー 聯寸のくらし」  一般庶民の生活について紹介し、中央の影響による変化について展示 した。

5コ ーナー 「墓の移 り変わ り」 古墳の形態が変質 し、横穴墓が出現 したことについて展示 した。

体験 コーナー          郡山遺跡出上の瓦と現代瓦の比較、土器の年代あてクイズなどを行った。

VTRコ ーナー         展示に関連するVTRを 放映 した。

(8)第 23回文化財展記念講演会

第23回文化財展の開催にあわせて、10月 28日 0に仙台市博物館ホールにおいて実施した。講師に国立歴史民俗

博物館教授岡田茂弘氏をお迎えし、「飛鳥時代と仙台平野」をテーマに約 1時間半にわたり、講演していただい

た。講演に先立ち、「仙台平野の飛£時代遺跡」と題して、仙台市内における飛蔦時代の遺跡についての紹介を

行い、仙台市内の状況を説明した。その後、全国的な視野での飛鳥時代全般の内容と仙台平野との関わりについ

て講演していただいた。169名 の市民の方 が々来場し、講演に熱心に耳を傾けていた。

(9)第24回文化財展 ―発掘 この 1年

3月 2日 ①～ 3月 7日 いの6日 間、電カビルグリーンプラザコミュニティパークにおいて実施した。今年度発

掘調査が行われた12遺跡の調査成果について、写真パネル5'枚の展示を行った。来場者には、特集記事である「平

成 7年度の発掘調査成果」が掲載されている広報文化財第54号を展示′くソフレットの代わりに配布した。期間中、

1,179名 にも及ぶ市民の方々が会場を訪れた。

こ0 遺跡見学会・発掘体験学習

遺跡の発掘調査現場を見学 してもらう遺跡見学会や、実際に発掘調査を体験 してもらう発掘体験学習を学校、

市民センター等を対象に実施 した。

遺跡見学会  7月 10日 大野田古墳群

9月 12日 大野田古墳群

9月 12日 南小泉遺跡

9月 20日  元袋遺跡

大野田小学校社会学級

官城赦育大学附属小学校

南小泉小学校

河北TBCカ ルチャーセンター

第23回 文化財展 第23回 文化財展記念講演会



10月 3日 南小泉遺跡       南小泉小学校

10月 4日 沼向遺跡         中山中学校両親学級

■月8日 笹森城跡         鶴谷東小学校

整理室見学  4月 20日  高砂埋蔵文化財整理室   高砂小学校

2月 20日  大野田遺跡発掘調査事務所 大野田小学校社会学級

3月 6日 郡山遺跡発掘調査事務所  西山中学校

発掘体験学習 7月 27日 洞′口遺跡        岩切中学校

8月 10日 笹森城跡         鶴谷中学校

10月 3日 沼向遺跡         高砂小学校

10月 27日 大野田古墳群       八木山小学校

tつ 記者発表 。現地説 明会

発掘調査成果の公開を、報道各社を対象に行う記者発表や市民対象に行う現地説明会を以下のとおり実施した。

南小泉遺跡 記者発表 7月 19日  現地説明会 7月 22日

元袋遺跡   ″   8月 31日    ″   9月 2日

郡山遺跡   ″   9月 13日    ″   9月 15日

笹森―城跡   ″   9月 27日    ″   9月 80日

沼向遺跡   ″   10月 12日    ″   10月 14日

燕沢遺跡   ″   HI月 20日    ″   H月 23日

富
―
沢遺跡

―  ″   2月 2日



Ⅲ 埋蔵文化財の調査

1.調 査一覧

国庫補助事業としては郡山遺跡及び仙台平野の遺跡群として燕沢遺跡の発掘調査を実施した。

受託事業としては八木山緑町遺跡、沼向遺跡、中野高柳遺跡、洞ノロ遺跡、富沢・山口遺跡 4件、郡山遺跡、

南小泉遺跡の計10件を調査した。

自主事業としては大野田遺跡、元袋遺跡、大野田古墳群、南小泉遺跡、笹森城跡、富沢遺跡の計 6件を調査し

た 。

他に整理作業及び報告書刊行として 7件ある。

平成 7年度文化財調査事業一覧

遺 跡 名 所 在 地 調 査 事 由 調 査 期 間 調査面積 内 容 調 査 担 当

郡 山 遺 跡 太白区郡山 国庫補助16年 目 4/17～12/6 1,023m2
飛鳥～奈良

官衝・ 寺院跡
長島・ 熊谷・ 豊村

仙台平野の遺跡群 宮城野区燕沢 国庫補助15年 目 10/23～ 12/15 450=r
奈良～近世

寺廃跡
長島・ 豊村

大野田 。元袋遺跡 太白区大野田 都市計画道路建設 4/4～ 10/13 1,700Υ
縄文～近世

集落・ 屋敷跡
卜川 。主浜・ 高橋

大 野 田 古 墳 群 太白区大野田 土地区画整理事業 5/1～12/14 3,500Υ
古墳

墳墓

太田・ 渡部礁D

他 2名

南 小 泉 遺 跡 若林区南小泉 公共施設建設 5/8～ 11/14 2,000ぜ
縄文～近世

集落・屋敷跡

五十嵐 。渡部い 。

神成

八木 山緑 町遺跡 太白区八木山 宅地造成 8/28～ 10///31 700紆
縄文

集落跡
工藤∩ 。三塚

笹 森 城 跡 官城野区鶴谷 都市計画道路建設 4/18～ 12/1 3,500Υ
中世

城館跡
金森・ 本多他 2名

沼 向 遺 跡 宮城野区中野
仙台港背後地土地

区画整理事業
5/8～ 12/22 5,000だ

弥生～近世

水田・ 墳墓・ 集落跡

佐藤lTl・ 渡邊馘

他 2名

中 野 高 柳 遺 跡 宮城野区福室
仙台港背後地土地

区画整理事業
10/11～ 12/19 1,000だ

平安～中世

集落 。畑跡
神成・ 竹田他 2名

洞 ノ ロ 遺 跡 宮城野区岩切 土地区画整理事業 4/11～10/9 3,300ぽ
平安～中世

水田・城館跡

平間。佐藤い 。

豊村

富 沢・ 山 口遺跡 太白区富沢他
店舗建設及び住宅

建設等
4/6～ 2/7 2,072r

旧石器～近世

森林・ 水田跡
太田・ 斎野他 5名



5.

調査原因 遺跡範囲確認調査、市道拡幅工事及び住

宅建築に伴 う緊急発掘調査

調 査 員 長島榮一、熊谷裕行、豊村幸宏

第 4次 5ケ年計画の 1年次にあた り、Π期官衝推定政庁域の遺構確認を目的として調査を計画・ 実施 した。調査

の結果、Π期官衝政庁域の西辺区画施設の一部 と考えられる石組溝跡を検出した。また、Π期官衝の掘立柱建物跡

を10棟、I期官行の板塀跡、一本柱列、掘立柱建物跡 5棟などを検出した。市道拡幅工事に伴 う緊急発掘調査では、

Π期官衝外郭南辺の大溝 と材木列を推定位置で検出している。Π期官衛の石組溝跡は、これまでの調査で検出され

ていた石組池跡や石敷遺構などとともに、 I期官行政庁域の構造を考える上で重要である。

(1)郡山遺跡

1.調 査 地 仙台市太白区郡山 3～ 5丁 目地内他

2.調査期間 平成 7年 4月 17日 ～12月 6日

3.調査面積 1,023ギ

(2)燕沢遺跡―第 9次調査―

1.調 査 地 仙台市官城野区燕沢東 3丁 目地内

2.調査期間 平成 7年 10月 23日 ～12月 15日

3.調査面積 450♂

4.調査原因 遺跡範囲確認調査

5.調 査 員 長島柴一、豊村幸宏

七北田丘陵東端部に立地 し、標高は30m前後である。調査の結果、掘立柱建物跡 4棟、柱列 3列、竪穴遺構 2基、

溝跡 9条、土坑 14基、小柱穴、 ピットなどが検出された。建物跡のうちの一棟は平安時代の寺院に関連するものと

みられている。ほば同時期の竪穴遺構からは、内面には油煙が付着 した土師器の不が多量に発見され、出土状況か

ら一括投棄されたものと考えられる。又、第 7号土坑からは、大連寺窯跡で焼かれた瓦 と同範と考えられる瓦が出

土 してお り、 7世紀末～ 8世紀初頭の建物跡の存在も推定される。

遺構 検 出状 況

第 7号土坑出土単弁蓮華文軒丸瓦



(3)大野田遺跡・ 元袋遺跡

1.調 査 地 仙台市太白区大野田字袋東・ 袋前・ 元袋

2.調査期間 平成 7年 4月 4日 ～10月 13日

3.調査面積 両遺跡合計約1,700nf

(4)大野田古墳群

1.調 査 地 太白区大野田字官脇

2.調査期間 5月 1日 ～12月 14日

3.調査面積 約3,500m2

調査原因 都市計画道路建設

調 査 員 主浜光朗、小川淳一、高橋綾子

名取川の北方約 l km、 魚川南岸の自然堤防上に立地 している。両遺跡 とも、平成 5年度からの継続調査である。

大野田遺跡からは、中近世の掘立柱建物跡や溝、古代の溝・ 竪穴遺構、古墳時代の竪穴住居跡、縄文時代晩期中葉

の大型浅鉢などが発見された。元袋遺跡では、伊達家の御仮屋跡の可能性のある武士の屋敷跡が発見された。屋敷

は、約100m四方を堀で囲まれてお り、大規模な掘立柱建物跡・ 井戸跡・ 池跡などが検出された。遺物は、三引両

紋風の漆器椀・ 九曜紋軒九瓦 。巴文金箔押軒九瓦・ 茶道具・ 渡金されたのキセル他、多 くの木製品が出土 した。

4.調査原因 土地区画整理事業

5。 調 査 員 太田昭夫 斎野裕彦 神成浩志 渡部 紀

大野田古墳群は地下鉄富沢駅の東側に広がってお り、これまでに春 日社古墳、王ノ壇古墳など15基 の古墳が調査

されている。今回は、新たに 9基の円墳が発見された。墳丘は肖J平 されて消 り、周溝のみ検出された。周溝の直径

は、大きいもので約25m、 小さいもので約16mで ある。出土遺物は埴輪 (円筒・ 朝顔形 。家形 )、 土師器、須恵器

がある。家形埴輪は寄せ棟造 りの屋根の部分である。古墳の他には、小溝状遺構群、 ピット、土坑、溝などが検出

された。古墳の造られた時期はおおよそ 5世紀後半から6世紀にかけてと考えられる。

大野田遺跡・ 元袋遺跡 武士の屋敷跡の堀と橋 (元袋遺跡 )

大 野 田古 墳 群 埴



広瀬川北岸の標高約10m前後の自然堤防上に立地する南小泉遺跡は、面積約 180110で仙台市内最大の遺跡です。

今までの調査では、縄文時代から江戸時代頃までの生活の様子が分かってきてお り、今回の調査では、鎌倉時代の

溝で囲まれた屋敷跡が見つか り、濡跡からは中国産の青磁や古瀬戸の瓶子などが出土 している。また、古墳時代の

河川跡からはた くさんの土師器が出土 し、住居跡からは土師器の他に、脚のある須恵器の重なども出土 している。

特に、700点以上の石製模造品が住居跡などから出土 したことは遺跡の性格を考える上で注 目される。

(5)南小泉遺跡第26次調査

1.調 査 地 仙台市若林区遠見塚 1丁 目22番地他

2.調査期間 平成 7年 5月 8日 ～H月 14日

3.調査面積 約2,000留

(ω 八木山緑町遺跡

1.調 査 地 太白区八木山緑町

2.調査期間 平成 7年 8月 28日 ～10月 31日

3.調査面積 約700r

4.調査原因 公共施設建設

5。 調 査 員 五十嵐康洋、渡部弘美、神成浩志

4.調査原因 宅地造成

5,調 査 員 工藤信一郎 三塚 靖

泉 古墳時代の竪穴住居跡

竪八木山緑町遺跡



台原・ 小田原丘陵の東端付近、仙台オープン病院北向かいに立地する遺跡で、「イ山台領古城書上」に鶴谷氏が天

正年間まで居住 したと記載されている中世の山城である。今回の調査により、掘立柱建物跡や山城の防御施設であ

る土塁、段状平場、通路状遺構、柱列、溝跡などの遺構や第 (刀装具 )、 土師質土器などの遺物を発見 した。調査

結果から、笹森城は居住のためではなく、軍事 目的で築かれた城であると考えられる。その他に竪穴住居跡、土坑、

縄文土器、土師器、須恵器、磁器、石器、古銭なども発見されている。

(⊃ 笹森城跡

1.調 査 地 仙台市官城野区鶴谷字本山～舘下

2.調査期間 平成 7年 4月 18日 ～12月 1日

3.調査面積 約3,500r

(8)沼向遺跡

1.調 査 地 仙台市宮城野区中野字沼向

2.調査期間 平成 7年 5月 8日 ～12月 22日

3.調査面積 約5,000m2

4.調査原因 都市計画道路整備工事

5.調 査 員 金森安孝、本多裕聡

五十嵐康洋、工藤信一郎

4.調査原因 区画整理事業地内の都市計画道路建設

5。 調 査 員 佐藤甲二、渡邊誠、神成浩志、竹田幸司

市北東部、仙台港フェリー埠頭の北方約500mに位置する。遺跡は仙台平野に形成された最も内陸の浜堤から後

背湿地にかけて立地 し、標高は1.5m前後である。今年度の調査では古墳時代の方墳 2基・ 方形周溝基 1基・ 土坑

。水田跡などの地、近世から平安時代にかけての溝跡などを検出した。また遺跡北西部の調査では弥生時代中期の

土器も出土 した。方墳は古墳時代前期のもので埋葬施設も検出された。その一方の埋葬施設からはガラス製の小玉

が 4点出土 した。今後、調査は数ケ年にわた り継続される予定である。

調

調



調査原因 土地区画整理事業

調 査 員 佐藤甲二、渡邊誠、神成浩志、竹田幸司

旧遺跡名 高柳 B遺跡。平成 8年 3月 31日 付で遺跡の

名称・範囲を変更 した。

仙台市北東端、仙台新港の西約2.5kmの 自然堤防上に立地する。今回の調査では、中世の集落跡 と平安時代の畑

跡が発見された。中世の集落跡からは、幅約 3mの屋敷を区画すると考えられる溝跡のほか掘立柱建物跡 5軒、柱

列 3列、溝跡10条、井戸跡H基、土坑32基が検出され、土坑や溝跡などからは、陶器、磯器、木製品 (下駄、枡な

ど)が出土 した。また、平安時代の畑跡からは、灰白色火山灰に覆われた畝跡のほか濡跡 2条、小溝状遺構群、河

川跡が検出され、土師器、石製品 (砥石)な どが出土 した。

(9)中野高柳遺跡

1.調 査 地 仙台市宮城野区福室字境 4-32他   4.
2.調査期間 平成 7年 10月 H日 ～12月 19日     5。

3.調査面積 約1,000ur              6.

10 洞ノロ遺跡

1.調 査 地 仙台市宮城野区岩切字洞ノロ

2.調査期間 平成 7年 4月 H日 ～10月 9日

3.調査面積 約3,300ぽ

4.調査原因 土地区画整理事業

5.調 査 員 平間亮輔、佐藤淳、豊村幸宏

昨年度に続いて中世後半の城館の調査を行った。外堀や城館内部を区画する多数の堀跡の他、各曲輪の内部では

多数の掘立柱建物跡・ 井戸跡・ 土坑 。溝跡等を検出した。なお、堀に架けられた橋脚も検出している。遺物は陶器

・磁器・ 土師質や瓦質の上器類、木製品、金属製品、石製品で、碗・皿・壷・ 奏・ 鍋・ 鉢・括鉢・ 箸・ 曲物などの

台所用品や食器類、刀子・ 釘・ 錐などの工具類の他、下駄 。草履・銅銭・茶田・ 火打石・ 砥石・ 硯・温石などがあ

る。また下層からは中世前半の屋敷跡や平安時代の竪穴住居跡・ 畑跡等、平安時代以前の水田跡を検出している。

中野高柳遺跡位置図 4層上面遺構群 (鎌倉時代)

跡 城



91)宮沢・ 山口遺跡

富沢遺跡は、仙台市の南東部、地下鉄長町南駅から富沢

駅にかけて広がる遺跡である。主に広瀬川と名取川に狭ま

れた自然堤防や後背湿地に立地しており、面積は約90ヘ ク

タールにおよび、昭和57年度より継続して調査が行なわれ

ている。今年度の富沢地区の調査は、富沢遺跡で 4地点 (第

90。 92～94次 )、 山口遺跡で 1地点 (第 15次 )で実施され

た。

富沢遺跡第92～94次調査では、弥生時代から近代までの

各時代の水田跡あるいは水田耕作土の可能性のある層が重

複して検出されている。遺跡が生産跡であるとい う性格上遺物の出土は少ないが、今回も土師器・ 須恵器 。陶器 。

磁器 。大足などの木製品 。石包丁などの石器が出上 している。第93次調査では旧石器時代の層までの調査が行なわ

れ、樹木などの植物化石が検出され、旧石器時代の森林跡の広が りを確認できた。

富沢遺跡第90次調査では、宮沢遺跡保存館 (地底の森 ミュージアム)の平成 8年H月 開館へ向け旧石器時代の調

査が、主 として行なわれた。調査成果として、以前の調査 (第30次調査)と 同様に トミザフトウヒやグイマツとい

った針葉樹の樹根群が検出され、それらの球果やチ ョウセンゴヨウなどの種子が数十個まとまって発見された。ま

たシラカンバや ケヤマハンノキといった広葉樹の葉のほ

か、今回初めてこれらの仲間と考えられる花などが発見さ

れた。このほかツカ類ののフンや昆虫化石なども、発見さ

れた。なお調査終了後 2万年前の人類の生活環境を復元さ

せるために、湿性な土地条件に対応 (含水量の固定・ 水の

熱運動の低下)できると素化合物のポ リシロキサンという

薬品を使用 し、樹木を地面から切 り離さず遺構全体を保存

処理 している。

山口遺跡第15次調査では、平安時代～中世の水田土壌が

確認された。

富沢・ 山口遺跡調査要項

宮 沢 遺 跡

90次 調 査 風 景

次数 所 在 地 調査の原因 調 査 期 間 調査面積 調 査 概 要 (主 な発見遺構) 文  献

長町南四丁 目 3 宮沢遺跡保存館 平成 7年 11月 1日 ～平成 8年 2月 7日 約790留 旧石器時代の樹木群など

長町南三丁 目2-2

3 5

共同住宅建設 平成 7年 4月 6日 ～平成 7年 7月 31日 871雷

現代～近世・中世 。平安・奈良～古墳

・弥生時代の水田跡、近世の溝跡など
第208集

鹿野三丁目209-1 共同住宅建設 平成 7年 4月 H日 ～平成 7年 7月 27日 236ぱ
現代～近世 。中世 。平安・奈良～古墳

・弥生時代の水田跡
第208集

鹿野三丁目208-1 共同住宅建設 平成 7年 4月 H日 ～平成 7年 7月 27日 150ぜ

現代～近世 。中世 。平安 。奈良～古墳

・弥生時代の水田跡
第208集

平成 7年度 富沢遺跡調査一覧

次数 所 在 地 調査の原因 調 査 期 間 調査面積 調 査 概 要 (主 な発見遺構) 文  献

富沢一丁 目5-2 共同住宅建設 平成 7年 12月 4日 ～平成 7年 12月 8日 251F 中世～平安時代の水田土壌 第208集

平成 7年度 山口遺跡調査一覧



2.確認調査一覧

0は平成 5年度,*は平成 6年度の発掘届 。通知

No 遺 跡 名 担 当 者 実 施 日 受付番号 結 果 備 考

] 大沢台遺跡 篠原 ●  45 遺構 。遺物なし

2 富沢遺跡 篠原 9/25 *   249 遺構・遺物なし

3 小鶴遺跡 篠原 5/22 * 264 遺構・ 遺物なし

4 国分鞭館跡 結城 * 265 遺構・遺物なし

b 人来田遺跡 篠原 *   267 遺構・ 遺物なし

6 四郎丸館跡 篠原 5/29 *  268 溝跡・土坑 平成 8年度本調査予定

7 棟林A遺跡 結城 *  275 遺構 。遺物なし

8 車 B遺跡 篠 原 4/17・ 18 溝跡 1条

9 車A遺跡 篠原 11 遺構・遺物なし

上野遺跡 篠原 13 遺構・ 遺物なし

羽黒堂遺跡 篠原 遺構・遺物なし

檀の原A遺跡 篠原 遺構・遺物なし

八木山緑町遺跡 篠 原 6/5・ 7 竪穴住居跡、土坑、縄文土器 平成 7年度本調査 8/28～ 10/31

地蔵浦遺跡 篠原 遺構・遺物なし

郷六城跡 結城 遺構 。遺物なし

山口遺跡 篠原 遺構・遺物なし

上野遺跡 結城 6/22 遺構・遺物なし

皿屋敷遺跡 篠 原 小溝状遺構

郡山遺跡 篠原・長島 6/28 溝跡 3条、中世陶器 6/28・ 29本調査

汚田通A遺跡 篠 原 7/3 遺構 。遺物なし

明屋敷遺跡 結城 遺構 。遺物なし

山田上ノ台遺跡 結 城 遺構 。遺物なし

郡山遺跡 篠 原 7/12・ 13 遺構 。遺物なし

南小泉遺跡 篠原 7/17 遺構・遺物なし

北 目城跡 篠原 溝跡 1条、土坑 7/24～27本調査

庚申前窯跡 篠 原 7- 9 窯跡 2基 設計変更

今泉遺跡 結 城 6 7 遺構・遺物なし

南小泉遺跡 篠 原 竪穴住居跡、土師器 平成 8年度本調査予定

下野遺跡 篠原 2/15 遺構 。遺物なし

福田町遺跡 篠原 9/5 遺構・遺物なし

南小泉遺跡 篠原 溝跡 3条 9/11～ 18本調査

山 口遺跡 篠 原 9/7 遺構 。遺物なし

国分鞭館跡 結 城 3/4 遺構・遺物なし

南小泉遺跡 篠 原 9/13 河川跡、土師器

南小泉遺跡 篠 原 10/■～13 弥生土器

堰下遺跡 篠 原 10/24。 25 近世以降の溝跡

上町A遺跡 篠 原 10/16 遺構・遺物なし

安久遺跡 篠 原 11/8～ 10 竪穴住居跡 ?、 溝跡等、土師器・須恵器 平成 8年度本調査予定

人来田東遺跡 篠 原 H/6 遺構・遺物なし

人来田B遺跡 篠 原 10/30・ 31 遺構・遺物なし

雷東遺跡 結城 10/30 遺構・遺物なし

上野遺跡 篠 原 V25 遺構・遺物なし

館遺跡 篠原 。結城 H/29 遺構・遺物なし

矢籠遺跡 結 城 12/4 遺構・遺物なし

人来田遺跡 篠 原 12/13・ 14 遺構・ 遺物なし

南小泉遺跡 結 城 遺構・遺物なし

堀ノ内遺跡 結 城 12/18 遺構・遺物なし

郡山遺跡 篠 原 1/8・ 10・ 11 竪穴住居跡 。掘立柱建物跡、須恵器等 平成 8年度本調査予定

松原遺跡 篠 原 3/4 遺構・遺物なし

関場遺跡 篠 原 1/16・ 17 遺構・ 遺物なし

南 ノ東遺跡 結城 遺構・ 遺物なし

雷神B遺跡 篠 原 2/1 遺構・遺物なし

荒井畑中遺跡 篠 原 遺構・遺物なし

中在家南遺跡 篠原 2/5 遺構・遺物なし

南小泉遺跡 篠原・ 渡邊誠 287 竪穴住居跡 1軒、土坑等、土師器 3/■ ～14本調査

燕沢遺跡 篠 原 2/28 遺構・遺物なし

新田遺跡 結城 遺構・ 遺物なし

北原街道遺跡 篠原・渡邊誠 遺構・遺物なし



3.本調査報告

南小泉遺跡第27次調査

1.調査地点 仙台市考林区遠見塚二丁 目6-5

2.調査期間 平成 7年 5月 9日 ～29日

3.調査面積 約294Υ

4.調査原因 共同住宅建設

5.調 査 員 渡部弘美

6.調査の概要

当調査区は遠見塚古墳西方約250mの 地点にあたる。標

高はHm前後で現況は貸農園の畑地である。なお、昭和52

年に実施 した南小泉遺跡範囲確認調査 (第 1次調査)地点

と部分的に重複する (註 1)。

基本層位は 3層確認 している。 I層は耕作土で天地返 しのため90clllの 深度を計る所もある。 I層は暗褐色のシル

ト層である。部分的に確認されるもので層厚10硼程である。Ⅲ層は黄褐色の粘土質シル トである。今回調査の地山

面 とな り小溝・ ピットを確認 している。全体として天地返 し及び数多 くのゴミ穴のため遺構面が削平されている。

検出遺構は調査区中央部において小溝H条・ ピット1ケ を確認 した。小溝はやや不整なものもあるが幅30伽程の

ものが主体を占め、断面形は浅い皿形である。底面は不定で凹凸がみられ段をもつものもある。溝の方向から小溝

①～③と小溝③～①の2つのグループに分けることが可能である。前者は磁北を基準としてE-15° ～20° ―Sで

溝芯心間は70～ 100clllを計る。後者はN-50°～65° 一Eである。小溝③と①の心芯間は230clllを 計る。小溝①と小

滞③ o④に重複関係があり後者のグループが古い。埋土はすべて単層で暗褐色の粘土質ンルトである。小片となっ

たロクロ不使用の土師器が出上しているが、小溝③からは円板形と剣形の石製模造品も出土している。ピットは調

査区北壁で確認した。径25伽程の円形で深さ25clllを 計る。遺物はない。

出土遺物には弥生土器片、土師器 (界 。高不・甕)、 磁器皿、石製品、鉄製品がある。多くは破片でI層中から

の出土であるが、Ⅲ層面に密着したものもみられる。

まとめ

第 1図 調査地点位置図

第 1次調査西壁部

第 2図 調査区遺構配置



遺構の確認状況から後世の撹乱・ 削平で多くの遺構が消滅している可能性がある。出土遺物のなかで土師器類は

すべてロクロ不使用で、特徴が看取されるものは南小泉式以降のものである。このことも含め小溝は古墳時代後半

の時期の可能性も考えられる。なお、小溝は第 1次調査での溝と同方向である。

(註 1)仙台市教育委員会 1978 「南小泉遺跡―範囲確認調査報告書―」『イ山台市文化財調査報告書』第13集
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第 3図 小溝跡断面図
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第 4図 出土還物

⌒

No 種    別 地点・ 層位 特 徴 NO 種   別 地点・ 層位 特 徴

〕 石製模造品 剣形 小溝 3 埋土 3 石製模造品 剣形 Ⅲ層面

2 石製模造品 円板形 小溝 3 埋土 4 土師器   甕 Ⅲ層面

写真 1 調査区東側全景 写真2 小清跡③～⑤全景



郡山遺跡調査報告

1.調査地点 仙台市太白区郡山四丁目223-1

2.調査期間 平成 7年 6月 28・ 29日

3.調査面積 80Υ

4.調 査 員 篠原信彦 長島榮一

5.調査の概要

鉄骨造 2階建事務所の建築に伴 う発掘調査であ り、確認調査により溝跡

が検出された部分を中心に調査を実施 した。この地点は郡山遺跡と北 目城

跡の接 した郡山遺跡】ヒ東隅の位置 し、旧地名では出丸と呼ばれて消 り、北

目城跡に関連する遺構の発見が予想された。調査地点のす ぐ東側には、北

目城跡の堀跡 (障子堀)が確認されている。

調査区は対象部分に トレンチを設定 し、溝跡が検出された部分を中心に

拡張 して実施 した。

基本層は 6層確認され、 2～ 4層はにがい黄色砂質ンル ト、灰責色・ 浅

黄色細砂、 5層は暗褐色粘土質シル トで土師器・須恵器片が混入されてい

る。 6層は黄褐色砂質シル トで、郡山遺跡で検出されている古代の遺構検

出面と考えられる。 2～ 4層は北 目城跡に伴 う整地層 と考えられる。

調査は 6層上面まで掘 り下げて実施 したため、結果的に古代の検出面で

の調査となった。

今回の調査によって発見された遺構は溝跡 3条である。 SDl溝跡は 3

層上面で検出され、推定上幅約 5m、 深さ13mを計る。溝跡の方向はほ

ば真北方向に走 り、南側で止まり土橋状 となる。堆積土は 2層に分けられ、

1層は責褐色砂質シル トと黒褐色ンル トが斑点状に混 じり合 う埋め戻され

た層である。 2層はにぶい黄褐色砂質シル トである。 2層中より中世陶器

の甕体部片が 3点出土 していることから、中世の溝跡 と考えられる。

SD2・ 3溝跡は 5層上面で検出された溝跡で、共に堆積土中に灰白色

火山灰層が混入する暗褐色粘土質ンル トである。 SD2溝跡は幅60cm、 深

さ20clllで 東西方向に走る。 SD3溝跡はSD2溝跡 より南に走る溝跡で、

幅70clll、 深さ 5～ 10伽を計る。出土遺物がなく年代決定に乏 しいが、平安

第 1図  調査地点位置図

第 2図
ー

調査区平面図

写真 1 調査区全景 溝跡セクション写真 2 SDl



第 3図 遺構配置図

崖 11700m

層 位 土 色 土  性 備 考

基本層

1 にぶい黄褐色 10Y R5/3 ツル ト

にが い黄 色 2.5Y6/3 砂質 シル ト

灰 責 色 25Y6/2 細 砂

浅 黄 色 25Y7/4 細  砂 にぶい黄橙色細砂を含む

5 暗 褐 色 10YR3/4 粘土質シル ト 炭化物混入、土師器・須恵器を含む

貢 褐 色 10Y R5/6 砂質シルト

SDl
① 褐 色 10Y R4/4 ッァレ ト 黄褐色砂質シル トと黒褐色シル トか

② にぶい黄褐色 10Y R4/3 砂質ツル ト

第 4図  SDl溝 跡土層断面

時代に降下した灰白色火山灰層が堆積土中に入っていることから平安時代の溝跡と考えられる。



4.遺跡の登録・範囲変更

平成 7年度は宮城野区と若林区の遺跡等を見直し「仙台市宮城野区・若林区文化財分布地図」を新たに作成した

ほか、次の通 り1遺跡を加え、 3遺跡の範囲を変更し、 3遺跡を分布地図から欠落していたので追加した。

(1)伊古田B遺跡 (仙台市太白区文化財分布地図番号71)01480

所在地 仙台市太白区大野田字イコタ、皿屋敷

概 要 区画整理事業に伴う遺跡の範囲確認調査の結果、発見された。土師器、須恵器片が出土し、古墳時代

～平安時代の遺跡である。

(2)六反田遺跡 (仙台市太白区文化財分布地図番号71,72)01189(C-197)

所在地 仙台市太白区大野田字六反田

概 要 区画整理事業に伴 う遺跡の範囲確認調査の結果、今までの六反田遺跡の範囲が、もっと東側まで広が

っていることが確認された。当遺跡は縄文時代～平安時代の住居跡等が発見されているところである。

郡山遺跡 (仙台市太白区文化財分布地図番号63)01003(C-104)

所在地 仙台市太白区郡山 6丁 目

概 要 遺跡南西隣接地の確認調査で、古墳時代末～古代の住居跡、掘立柱建物跡を検出し、範囲を拡大 した。

四郎丸館跡 (仙台市大白区文化財分布地図番号86)01240(C-536)

所在地 仙台市太白区四郎九字戸ノ内

概 要 遺跡東側隣接地の確認調査で、古墳時代

～近世 と考えられる遺構が確認されたた

め、範囲の拡大を行った。

補陀寺跡

(仙台市青葉区文化財分布地図番号77)21030

所在地 仙台市青葉区下愛子字観音

概 要 近世の寺院跡で、分布地図から欠落 して

いたもの。

観音A遺跡

(仙台市青葉区文化財分布地図番号77)21086

所在地 仙台市青葉区下愛子字観音

概 要 古代の遺物散布地で、分布地図から欠落

していたもの。

棟林 B遺跡

(仙台市青葉区文化財分布地図番号77)21088

所在地 仙台市青葉区下愛子字棟林

概 要 古代の遺物散布地で、分布地図から欠落

していたもの。





5.旧 石 器 の森 整 備 事 業

富沢遺跡は、昭和63年に 2万年前の埋没林と焚き火跡や石器など人類の生活の跡が発掘され、世界的にも貴重な

発見として一躍有名になった。仙台市ではこの貴重な遺跡を保存するとともに、積極的に公開 。活用 していくこと

とし、樹木や焚き火跡を大地から切 り離さずにそのままの姿で保存処理 して展示・ 公開する「富沢遺跡保存館Jと 、

発見された樹木などをもとに旧石器時代の植生を復元する「氷河期の森」を一体的に整備する「旧石器の森整備事

業Jと して実施計画が策定された。

遺跡の発見から保存館完成までの経過は次のとお りである。

昭和63年度 太白区長町南 4丁 目地内、長町南小学校建設予定地にて旧石器時代遺跡が発見された。

平成元年度  「イ山台市旧石器の森 。原始古代村の整備および仙台市考古系総合博物館館基本構想J策定

平成 2年度  「富沢遺跡保存技術調査J実施

平成 3年度  「原始古代村 。旧石器の森整備基本計画」策定

平成 4年度  「旧石器の森整備基本設計」策定

平成 5年度  「旧石器の森整備実施計画」策定

平成 6年度  「 (仮称)仙台市富沢遺跡保存館」建設着工

平成 7年度  「 (仮称)氷河期の森広場」着工、愛称「地底の森 ミュージアム」と決定

「仙台市富沢遺跡保存館」完成

平成 8年 9月 、「氷河期の森」植栽工事完成後、同年11月 、開館の予定である。

〔施設概要〕 名  称  仙台市富沢遺跡保存館 (愛称 :地底の森 ミュージアム)

所 在 地  仙台市太白区長町南 4丁 目3番

敷地面積  14,263r

構  造  鉄筋 コンクリー トー部鉄骨造 地上 1階 地下 2階

建築面積  1,196留

延床面積  2,743Υ

〔特  徴〕 地下 5mにある樹木など遺構群の保存公開を図るため、地下部分には床を設けず、建物基礎を兼ね

た深さ13mの連続地中壁で地下水を遮断する特殊工法を採用 した。地下 1階「常設展示室 1」 では、樹木や焚き火

跡の劣化防止のため、特殊な化学薬品による保存処理を施 し、発掘されたままの状態で公開する。 1階の「常設展

示室 2」 では、 2万年前の遺構がなぜ残されてきたのか謎解きを楽 しめるような展示を行 う。

「氷河期の森Jでは、発掘調査で判明した十日石器時代の地形を復元 し、当時生えていた トウヒと同種のアカエブ

マツなどの針葉樹を中心 とした樹木を植栽 し、 2万年前の森を再現する。

宮沢遺跡保存館完成予想図 地下の遺構保存展示室



Ⅳ 指定文化財及び登録文化財一覧

|《国指定文化財》

番号 名 称 員数 所 在  地 所有者 (管理者 ) 指定年月日

有形文化財/建造物

ユ 国宝 大崎八購神社社殿 附 棟札 1枚 1棟 青葉区八暗四丁 目61 大崎八幡神社 M36. 4 15

2 大崎八膳神社長床 1棟 青葉区八幡四丁 目61 大崎八幡神社 S41 6 11

3 陸奥国分寺薬師堂 附 厨子 1基・ 棟札 1枚 1棟 若林 区木 ノ下  T目 8-1 陸奥国分寺 Wf36. 4.15

4 東照宮 本殿 唐門 透塀 鳥居 随身門
附 厨子 1基 。棟札 1枚・ 石灯籠34基

5棟 青葉区東照宮一丁 目6ユ 東照宮 S28. 3.31

有形文化財/彫亥」

5 木造釈迦如来立像 1身厘 青葉区八幡四丁 目832 龍宝寺 M36. 4. 1

有形文化財/工芸品

6 太 刀 1口 青葉区川内亀岡町62 亀岡八幡神社 T34.1

7 /1ヽ紋染 1同服 1†買 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S53 6.15

8 黒漆五枚胴具足 兜 。小具足付 (伊達政宗所
用)附 黒羅紗地裾緋羅紗山形文陣羽織 1領

膝電                    1オ 流

lf買 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S54. 6 6

9 銀伊予札白糸威胴丸具足 兜・ 小具足付 1領 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館) S54 6. 6

帯 (三沢初子所用) 附 総鹿子裂 2枚
入日記 (正徳 2年 4月 )1通

12条 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館) H3621

有形文化財//書跡

国宝 類栗国史巻第二十五 1巻 青葉区川内11 国 (東北大学 ) S27

国宝 史記 (孝文本紀第十) 1テ多 青葉区川内11 国 (東北大学 ) S2711.22

有形文化財/考古資料

埴輪甲

彊繋需審閉
箇
箇
箇

青葉区片平二丁 目11 国 (東北大学 ) S34 627

陸前国沼津貝嫁出土品 一 括 青葉区片平二丁 ロト1 国 (東北大学) S38. 7. 1

有形文化財/歴史資料

慶長遣欧使節関係資料 一括 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S41 6.11

坤輿万国全図 (版本) 附 坤輿萬国全図
(着色)

6幅 宮城野区椙ケ岡5 宮城県 (図書館 ) H 2  6.29

無形民俗文化財

秋保の田植踊 元
袋
場

湯
長
馬

町
町
町

保
保
保

秋
秋
秋

区
区
区

自
白
白

太
太
太

会
会
会

存
存
存

保
保
保

踊
踊
踊

植
植
植

田
田
田

の
の
の

元
袋
場

湯
長
馬

S51 5 4

記念物/史跡

陸奥国分寺跡 若林区木 ノ下三丁 目,三丁 目 仙台市 Tll,10 12

陸奥国分寺尼寺跡 若林区白萩町 仙台市 S23.12.18

林子平墓 青葉区子平町195 仙台市 S17.

遠見塚古墳 若林区遠見塚一丁 目ほか 仙台市 S43.H.8

岩切城跡 官城野区岩切字入山ほか 仙台市
利府町

S57. 8 23

記念物/名勝

秋保大滝 太白区秋保町馬場字大滝地内 仙台市 S17. 7

磐 司 太白区秋保町大字馬場字
馬場岳山地内

仙台市
農水省 (仙台営林署)

S20. 222



番 号 名 称 員数 1   所  在  地 所有者 (管理者 ) 指定年月日

記念物/天然記念4/2

苦竹のイチ ョウ 宮城野区銀杏町一丁 目 永野ちとせ (仙台市 ) T15,10 20

朝鮮ウメ 若林区古城二丁 目 法務省 (宮城刑務所 ) S17.

青葉山 青葉区荒巻字青葉12番地の内 文部省 (東北大学 ) S47 7.11

姉滝 太白区秋保町馬場字馬場岳山 農水省 (仙台営林署 ) S9,8,9

東昌寺のマル ミガヤ 青葉区青葉町舒 1 東昌寺 H 7  3 20

2《県指定文化財》

番号 名 称 員教 所  在  地 所有者 (管理者) 子旨定年月 日

有形文化財/建造物

1 白山神社本殿 L棟 若林区木ノ下三丁 目91 白山神社 S30, 325

2 諏訪神社本殿 附 棟札12枚 とん東 青葉区上愛子字官下40 諏訪神社 S38, 7 2

3 東照宮手水舎 附 花嵩岩造水盤 1棟 青葉区東照宮一丁 目61 東照宮 S39 9. 4

4 賀茂神社本殿 附 棟札 2枚 2棟 泉区古内宇糸し1 賀茂神社 S39 9. 4

5 落合観音堂 附 棟札 1枚 1お東 太白区四郎丸字落合60 光西寺 S44 829

6 大崎八膊神社石鳥居 l辺基 青葉区八幡四丁 目61 大崎八幡神社 S45 1030

7 亀岡八購神社石鳥居 附 鳥居類 1基 青葉区川内亀岡町62 亀岡八幡神社 S4510.30

8 宮城県知事公館正門 (旧仙台城門) 11東 青葉区広瀬町5-43 宮城県 S46

9 陸奥国分寺薬師堂仁王門 1棟 若林区木ノ下三丁 目81 陸奥国分寺 S50. 430

旧仙台城板倉 l棟 宮城野区岩切三所北16 日野正一 S53. 5 2

有形文化財/絵画

松島五大堂図 1点 青葉区川内元支倉341 宮城県 (美術館 ) S48 1

松島図 1点 青葉区川内元支倉341 宮城県 (美術館 ) S48 1

宮城県庁門前図 占
い 青葉区川内元支倉341 宮城県 (美術館 ) S48 1

清海曼茶羅図 附 浄土清海曼荼羅略記袋中
著

11幅 若林区新寺三丁 目1012 成覚寺 S49 430

仙台城本九大広間障壁画扇面図 2双 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) H 5 12 24

有形文化財/彫刻

木造十二神将立像 12月匝 若林 区木 ノ下三 丁目8-28 陸奥国介寺 S34 831

木造阿弥陀如来立像 1身匡 泉区福岡字阿弥陀前23 早坂忠治 S40

木造聖観音像 1冴匝 若林区新寺三丁 目1012 成覚寺 S49 4 30

木造不動明王立像 1ち厘 若林区木ノ下三丁 目828 陸奥国分寺 S50 4.30

木造毘沙門天立像 1,厘 若林区木ノ下三丁 目828 陸奥国分寺 S50, 4 30

木造十一面観音立像 1月厘 泉区高森三丁 目4109 菊谷美津子 S51 3.29

木造阿弥陀如来立像 1身匝 若林区新寺三丁目53 阿弥陀寺 S55 5,30

有形文化財/工芸品

薙 刀 1口 青葉区中央二丁 目53 本郷栄一郎 S34

太 刀 l口 太白区桜木町3217 中 川 S34 8.31

刀 1日 太白区根岸町310 大竹左右吉 S34 831

刀 1口 青葉区大町二丁 目9■ 3
-704

佐藤太志 S34 8,31



番 号 名 称 員数 所  在  地 所有者 (管理者 ) 指定年月日

刀 1口 太白区桜木町3217 中川 高 S34, 8,31

短 刀 1口 太白区根岸町310 大竹左右苦 S34 8.31

銅鐘 1口 泉区山の寺二丁 目31 洞雲寺 S37 628

銅鐘 1口 青葉区霊屋下235 瑞鳳寺 S37. 628

無形文化財

精好仙台平技術 太白区根岸町155 甲田綴 RБ S51 329

無形民俗文化財

愛子の四植踊 青葉区下愛子 愛子の田植踊保存会 S35 4,23

大倉の役人田植踊 青葉区大倉 大倉役人田植踊保存会 S35 423

新川の田植踊 青葉区新川 新川の田植踊保存会 S35 423

芋沢の田植踊 青葉区芋沢 芋沢の田植踊保存会 S35 423

下倉の田植踊 青葉区大倉 下倉の田植踊保存会 S46 8 3

大崎八幡神社の能神楽 青葉区八幡 大崎八幡神社の能神楽
保存会

S471011

野 口鹿踊 太白区秋保町馬場 野口鹿踊保存会 S47.10 11

川前鹿踊・ 川前剣舞 青葉区芋沢 川前鹿踊・ 川前剣舞保
存会

S48.11 6

福岡の鹿踊・ 剣舞 泉区福岡 福岡の鹿踊・ 剣舞保存
会 巨 3  8.30

滝原の顕拝 太白区秋保町馬場 滝原の顕拝保存会 H 3. 8 30

3《市指定文化財》

番号 名 称 員数 所  在  地 所有者 (管理者 ) 指定年月日

有形文化財/建造物

1 善応寺開山堂 1棟 宮城野区燕沢二丁 目31 善応寺 S43 215

2 旧第四連隊兵舎 1棟 官城野区五輪一丁 目37 仙台市 S53 616

3 旧伊達邸 11東 太白区茂庭字人来田西
143-3

仙台市 S58.12 1

4 大年寺惣門 1棟 太白区茂 ケ崎四丁 目 仙台市 S60. 9, 4

5 成覚寺山門 (旧 浄眼院殿霊屋門) 1棟 若林区新寺三丁 目1012 成覚寺 S61 12.20

6 荘厳寺山門 1棟 青葉区新坂町121 荘厳寺 S61 1220

7 輪王寺山門 1棟 青葉区】ヒ山一丁 目
6番街区

輪王寺 S61 1220

8 大満寺虚空蔵堂 附 厨子 1基 1棟 太白区向山四丁 目171 大満寺 S62 330

9 大願寺山門 (旧万寿院殿霊屋門 ) 1棟 青葉区新坂町71 大願寺 S62 330

泰心院山門 (旧 仙台藩藩校養賢堂正門) 1棟 若林区南鍛冶町100 泰心院 S62 330

宇那禰神社本殿 附 棟札 5枚 1棟 青葉区芋沢字明神12 宇那禰神社 S471227

臨済院地内弁財天堂並びに堂地 11束 青棄区臨済院 千田定潅ほか S62. 911

小滝沢橋 1二基 太白区秋保町馬場字駅 仙台市 S58. 8 1

旧熊谷家住宅 1オ束 泉区福岡字岳山95 仙台市 S61 4 1

石垣家住宅 附 土蔵 (米蔵)1棟 1棟 宮城野区福田町一丁 目
15-1

仙台市 H 6  3 29

愛宕神社本殿・ 拝殿 2棟 太白区向山四丁 目37番地 愛宕神社 H 8  1 30



番号 名 称 員数 所  在  地 所有者 (管理者 ) 指定年月日

17 毘沙門堂唐門 とん東 若林区荒町206番地 満福寺 H8

有形文化財/絵画

紙本著色伊達政宗画像 (狩野探幽筆) 11属 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S44 731

菊絵和歌房風 2隻 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S51 7 1

瑯隅ケ岡花見図屏風 6曲
半双

青葉区川内三の丸跡 佐々木美知子
大平千枝子

S51 7 1

菅井梅関水亭午窯図 1幅 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S51. 7 1

仙台城旧本丸及ニ ノ丸御殿障壁画
紙本著色葵図 (2曲房風 )

紙本金地著色花木図
紙本金地著色松に山鳥図 (東東洋筆 )

双
面
面

青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60, 9 4

仙台藩歴代藩主及夫人肖像画 31幅 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60 9, 4

絹本著色霊昭女、牡丹、芙蓉図
(伊達綱宗筆 )

3幅 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館) S60 9 4

紙本著色河図之図 (東東洋筆 ) 1幅 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館) S60 9 4

銅板油彩悲 しみのマ リア像 1面 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60, 9 4

瀬湘八景図 (雪村周継筆 ) 6幅 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) H 7. 3 23

大年寺山真景図 (伝高久事圧筆) 1面 青葉区川内三の丸跡 佐々木美知子
大平千枝子

H 7. 3 23

有形文化財/彫刻

木造釈迦如来坐像 1場厘 青葉区北山一丁 目141 輪王寺 S51 7 1

木造釈迦如来立像 1身屋 青葉区茂庭字綱木裏山 4 大梅寺 H2319

木造毘沙門天立像 1身厘 青葉区茂庭字綱木裏山 4 大梅寺 H2.319

木造安国上人坐像 1月厘 若林区土樋一丁 目1116 真福寺 H2.3.19

宝冠釈迦如来坐像 1身匠 青葉区国見一丁 目151 壽徳寺 H23.19

有形文化財/工芸品

銅造薬師十二神将像掛額 1面 若林区木ノ下三丁 目81 陸奥国分寺 Ｏ
⑮ 7 l

梵 鐘 と ロ 太 白区向山四丁 目41 大満寺 S52 3 1

仙台藩歴代藩主所用具足 11領 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60 9 4

服飾類 伊達政宗所用
白綾地竜胆立涌浮模様狩衣
白絹地小袖
藍平絹地直垂
紫羅背板地五色水玉模様陣羽織
表袴
大口袴
錦織唐草文竹に雀紋入野袴
白綾地鶴印金帯

具
領
領
領
腰
腰
腰
条

青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60 9 4

孔雀羽根織込陣羽織 伊達重村所用 1領 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60. 9  4

茶杓 仙台藩歴代藩主作
伊達政宗作 2筒 伊達忠宗作 2筒
伊達綱宗作 6筒 伊達綱村作 7筒
伊達吉村作36筒 仙台藩主作 7筒
(以上茶杓箪笥入 )

伊達忠宗作 1筒

61筒 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60, 9 4

仙台城旧本丸御殿金具
魚々子地菊桐紋釘隠
魚々子地唐草紋釘隠

2筒 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60 9 4

花£山水子し雀羽雪薄紋散蒔絵十三弦琴
元lTh弐己己年石村近江守忠貞二月
吉 日の銘がある
附 黒漆松竹梅鶴亀蒔絵琴箱 1合

lF面 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60. 9 4



番号 名 称 員数 所  在  地 所有者 (管理者 ) 手旨定年月 日

有形文化財/書跡

雲居禅師墨跡三幅対 3幅 青葉区茂庭字綱木裏山4 大梅寺 S51  7 1

有形文化財/古文書

印章 仙台藩歴代藩主所用 ２７
顆

青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60 9 4

伊達治家記録 (仙台市博物館本 ) ９６
冊

青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60 9 4

伊達世臣家譜及続編 (仙台市博物館本) ６８
冊

青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60 9 4

本
　
　
　
　
冊

館

　

　

　

１０

物
冊
　
　
冊
筆

博
１
　
　
１
生

市
　
冊
冊
　
好

台
巻
９
‐４
図
佐

仙
首
巻
巻
系
遊

ぐ
考
９
１０
考

考
次
　
　
次
證

次
世
考
考
世
考

世
統
次
次
統
考

統
正
世
世
正
々

正
自
白
統
自
代

自
出
出
正
出
御

出
達
達
達
達

達
伊
伊
伊
伊
附

伊 25冊 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60 9 4

奥州仙台領絵図
「此御絵図者,正保年中被指上候御国絵図 ,

元藤十年従公儀御拝借被成,御写被成候御
絵図を清書被仰付候御絵図也」の裏書きが
ある

1幅 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60 9 4

林子平自筆写本絵図類 8枚 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60 9 4

支倉家文書 一括 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60 9 4

有形文化財/考古資料

伊達政宗墓所出土品
糸巻太刀刀身 l日・ 糸巻太刀袴 1腰・ 黒漆
葛蒔絵文箱 1合・ 青龍付文鎮 (文箱内容品)

1点・ 墨 (文箱内容品)1捷・ 黒漆白梅蒔
絵箱 1合・ 梨地菊蒔絵箱 1合・ 黒漆鉄線蒔
絵香合 1合・ 梨地梅笹蒔絵硯箱 1合・ 筆入
(硯箱内容品)1点・ 墨 (硯箱内容品)1

挺 。硯 (硯箱内容品)1面・ 水滴 (硯箱内
容品)1点・ 梨地煙管箱 1合・ 煙管羅宇 (煙
管箱内容品)2点 。梨地菊蒔絵印籠 l具・
皮袋 1点・ 慶長 1分金 (皮袋内容品)3枚
。携帯用磁石 (皮袋内容品)1点・ 金製ブ
ローチ (皮袋内容品)1点・練玉 (皮袋緒
締)1点・ 銀製装飾品 1点・ 円鏡 1点・ 毛
抜 2点 。雲母製菜板 5枚・ 葵紋製菜板 1枚
。金具一括 。残欠類一括

一括 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S60 9 4

皮袋形土器
上 ノ原遺跡出土

t箇 仙台市青葉区国介町
=可

~目
7-1

仙台市 H 6  3 29

伊古田遺跡出土土偶 4箇 仙台市青葉区国分町
二可

~日
7-1

仙台市 H 6  3 29

戸ノ内遺跡方形周溝墓出土土器 2箇 仙台市青葉区国分町
二司

~日
7-1

仙台市 H 6  3 29

有形文化財/歴史資料

庫天儀 1イ捏] 青葉区桜 ケ岡公園卜 1 仙台市 (天文台 ) S45 223

象限儀 1イ箇 青葉区桜ケ岡公園卜1 仙台市 (天文台 ) S45 223

天球儀 2個 青葉区桜ケ岡公園11 仙台市 (天文台 ) S45 223

塵芥集 (村 田本 ) 11冊 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S51  7. 1

晴宗公采地下賜録 2冊 青葉区川内三の丸跡 仙台市 (博物館 ) S51  7 1

芭蕉句碑 1:基 若林区木 ノ下三丁 目70 陸奥国分寺 S51 7 1

大淀三千風供養碑 1二基 若林区木ノ下三丁目70 陸奥国分寺 S51, 7 1

芭蕉句碑 1二基 宮城野区椙ケ岡23 招岡天満宮 S52 3 1

原町苦竹の道知るべ石 1二基 宮城野区原町三丁 目 仙台市 S52 3 1

澱不動尊文永十年板碑 1基 青葉区広瀬町81 殿町むつみ会 H 6  3 29



番 号 名 称 員数 所  在  地 所有者 (管理者 ) 指定年月日

有形民俗文化財

上前十三塚 13基 太白区坪沼字上前43番地
の うち 1,425Υ の土地を
含む

/1ヽ 池 政 次 郎 H2 3,19

源頼政鵜退治図絵馬 1面 太白区向山四丁 目171 愛宕神社 H477

牛若丸剣道修行図絵馬 lτ面 太 白区向山四丁 目171 愛宕神社 H4,77

中村景貞乗馬図絵馬 1面 太白区四郎丸字落合59 光西寺 H4.77

曳馬図絵馬 1面 太白区四郎丸字落合59 光西寺 H477

宇治川先陣図絵馬 とF面 太白区四郎丸字落合59 光西寺 H47,7

金銅板押出二重塔絵馬 1面 太白区四郎丸字落合59 光西寺 H477

無形民俗文化財

馬場愛宕神社神楽 太白区秋保町馬場 馬場愛宕神社神楽保存 S61 8 l

上谷刈の鹿踊・ 剣舞 泉区古内 上谷刈の鹿踊・ 剣舞保
存会

S39.1021

大沢の日植踊 泉区泉ケ丘 大沢の田植踊保存会 S62 8. ユ

榊流青麻神楽 宮城野区岩切字青床沢 榊流青麻神楽保存会 H310 1

生出森八膳神楽 太 白区茂庭 生出森八幡神楽保存会 H310 1

史跡

善応寺横穴古墳群 宮城野区燕沢二丁目 善応寺 S43. 215

三沢初子の墓など 宮城野区摺ケ岡五丁 目4 仙台市 S47 2. 1

刀工本郷国包各代の墓所 考林区新寺二丁 目733 善導寺 S55 10.20

経ケ峯伊達家墓所 青葉区霊屋下 イ山モュ行市ヤ段か S59 721

西館跡 青葉区下愛子字館 沢 口富雄 S5012 11

郷六城跡 青葉区郷六字庄子 安達久雄ほか S50,12 11

栽松院墓所 泉区根白石字館下 満興寺 S43 3. 1

松森焔硝蔵跡 泉区南光台東二丁 目358 仙台市 S62 5 1

天然記念物

霊屋下セコイヤ類化石林 青葉区米袋一丁 目,三丁 目,霊
屋下

宮城県 S48. 8. 6

大梅寺のヒヨクヒノ 青葉区茂庭字綱木裏山4 大梅寺 S52. 3. 1

警 (かんざし)桜 青葉区下愛子字町251
青葉区上愛子字上原80

庄子善雄
庄子善吉

S61

泉ケ岳の ミズノミショゥほか湿性植物群生地 泉区福岡字岳山 仙台市 S40 512

鷲倉神社の神杉 (厖杉 ) 泉区福岡字小山117 鷲倉神社 S60. 4 25

賀茂神社のイロハモ ミジ 泉区古内字糸し1 賀茂神社 S60, 4 25

賀茂神社のグラヨウ 泉区古内字糸し1 賀茂神社 S60 4.25

賀茂神社のアラカン 泉区古内字糸し1 賀茂神社 S60 425

4《市登録文化財》

番号 名 称 員数 所  在  地 所有者 (管理者) 登録年月日

l 安藤家住宅 1棟 青葉区宮町二丁 目22 安藤尭 H79.5

2 大滝不動堂 1棟 太白区秋保町 西光寺 H7.95



番 号 名 称 員数 所  在  地 所有者 (管理者 ) 登録年月日

3 釈迦堂 11東 官城野区梱 岡四丁 目11-
11 孝勝寺 H7.9.5

4 壽徳寺山門 1オ東 青葉区国見一丁 目151 壽徳寺 H795

5 松音寺山門 1棟 若林区新寺四丁 目628 松音寺 H795

6 稀念寺本堂 l棟 青葉区新坂町103 稀念寺 H795

7 昌繁寺山門,観音堂 2棟 青葉区新坂町131 昌繁寺 H795

正楽寺本堂 ,山門 2棟 若林区新寺二丁 目635 正楽寺 H7.9.5

9 椙岡天満官唐門 1棟 宮城野区櫂岡23 招岡天満宮 H7.9.5

仏 眼寺本堂 1棟 若林区荒町35 仏眼寺 H7.9.5

陸奥国分寺鐘桜 1棟 若林区木ノ下三丁 目8 陸奥国分寺 H7.9.5

12 陸奥国分寺準ほ観音堂 l棟 若林区木ノ下二丁 目4 陸奥国分寺 H79.5

冷源寺本堂,山門 2オ束 若林区成田町125 冷源寺 H795

大崎八幡神社石段 1辺塞 青葉区八幡四丁 目61 大崎八幡神社 H79.5

亀岡八幡神社石段 1基 青葉区川内亀岡町62 亀岡八購神社 H795

東照宮石段 2基 青葉区東照宮一丁 目61 東照官 H795

仙岳院本堂 1棟 青葉区東照宮一丁 目116 仙岳廃 H8.3.5

清浄光院本堂 1棟 青葉区官町五丁 目111 清浄光院 H8.3.5

延寿院本堂 。地蔵堂 2棟 青葉区宮町五丁 目618 延寿院 H83.5

善入院観音堂 1棟 宮城野区原町一丁 目167 善入廃 H83.5

瑞鳳寺高尾門 1棟 青葉区霊屋下235 瑞鳳寺 H835

生出森八幡神社里官 1棟 太白区茂庭字中ノ瀬西31 生出森八幡神社 H835

北山羽黒神社境内社 1棟 青葉区北山二丁 目815 羽黒神社 H8.35

愛宕神社神門 1棟 太白区向山四丁 目171 愛宕神社 H8,3.5

無形民俗文化財

木 ノ下 白山神社丹波神楽 若林区木ノ下 木ノ下白山神社丹波神
楽保存会

H835

七郷神社丹波神楽 若林区荒井 七郷神社丹波神楽保存 H835

仙台東照官神楽 青葉区東照宮 仙台東照官神楽保存会 H8.3.5

秋保神社神楽 太白区秋保町 秋保神社神楽保存会 H8.3.5

通町熊野神社神楽 青葉区通町 通町熊野神社神楽保存 H835



文化財課職員録

課   長  小井)|1和 夫      調 査 第 一 係         調 査 第 二 係

係  長  田 中 則 和   係  長  結 城 l虞 一

管 理 係    主  査 木 村 浩 二   主  査 篠 原 信 彦

係  長  千 葉 晴 洋   主  任  佐 藤  洋   教  諭  太 田 昭 夫

主  査  村 上 道 子   主  任  金 森 安 孝   主  任  吉 岡 恭 平

主  事  福 井 健 司   教  諭  小 川 淳 一    ″   佐 藤 甲 二

″    相 沢 希世美    主   任  工 藤 哲 司      ″    渡 部 弘 美

″    佐 藤 美弥子      ″    斎 野 裕 彦    文化財教諭  渡 邊   誠

″   齋 藤 英 治   主  事  主 浜 光 朗   主  事  荒 井  格

″   長 島 榮 一    ″   平 間 亮 輔

″    工 藤 信一郎    教   諭  赤 澤 靖 章

教   諭  五十嵐 康 洋      ″    神 成 浩 志

″   高 橋 綾 子    ″   三 塚  靖

主  事  渡 部  紀    ″   竹 田 幸 司

教  諭  熊 谷 裕 行   主  事  佐 藤  淳

文化財教諭  本 多 裕 聡    教   諭  豊 村 幸 弘

仙台市文化財調査報告書刊行 日録

第 1集 天然記念物霊屋下セコイヤ化石林調査報告書 (昭和39年 4月 )

第 2集 仙台城 (昭和42年 3月 )

第 3集 仙台市燕沢善応寺横穴古墳群調査報告善 (昭和43年 3月 )

第 4集 史跡陸奥国分尼寺跡環境整備並びに調査報告書 (昭和44年 3月 )

第 5集 仙台市南小泉法領琢古墳調査報告書 (昭和47年 8月 )

第 6集 仙台市荒巻五本松窯跡発掘調査報告書 (昭和48年 10月 )

第 7集 仙台市宮沢裏町古墳発掘調査報告書 (昭和49年 3月 )

第 8集 仙台市向山愛宕山横穴群発掘調査報告書 (昭和49年 5月 )

第 9集 仙台市根岸町宗禅寺横穴群発掘調査報告書 (昭和51年 3月 )

第 10集 仙台市中田町安久東遺跡発掘調査概報 (昭和51年 3月 )

第 11集 史跡遠見塚古墳環境整備予備調査概報 (昭和51年 3月 )

第 12集 史跡遠見塚古墳環境整備第二次予備調査概報 (昭和52年 3月 )

第 13集 南小泉遺跡 ―範囲確認調査報告書― (昭和53年 3月 )

第 14集 栗遺跡発掘調査報告書 (昭和54年 3月 )

第 15集 史跡遠見塚古墳昭和53年度環境整備予備調査概報 (昭和54年 3月 )

第 16集 六反 田遺跡発掘調査 (第 2・ 3次 )の あらまし (昭和54年 3月 )

第 17集 北屋敷遺跡 (昭和54年 3月 )

第 18集 桝江遺跡発掘調査報告書 (昭和 55年 3月 )

第 19集 仙台市地下鉄関係分布調査報告書 (昭和55年 3月 )

第 20集 史跡遠見塚古墳昭和 54年度環境整備予備調査概報 (昭和55年 3月 )

第 21集 仙台市開発関係遺跡調査報告 I(昭和55年 3月 )

第 22集 経 ケ峰 (昭和55年 3月 )

第 23集 年報 1(昭和55年 3月 )

第 24集 今泉城跡発掘調査報告書 (昭和55年 8月 )

第 25集 三神峯遺跡発掘調査報告書 (昭和 55年 12月 )

第 26集 史跡遠見塚古墳昭和55年度環境整備予備調査概報 (昭和56年 3月 )

第 27集 史跡陸奥国分寺跡史跡昭和 55年度発掘調査概報 (昭和56年 3月 )

第 28集 年報 2(昭和56年 3月 )

第 29集 郡山遺跡 I一昭和55年度発掘調査概報 (昭和56年 3月 )

第 30集 山田上 ノ台遺跡発掘調査概報 (昭和56年 3月 )

第 31集 仙台市開発関係遺跡調査報告 工 (昭和 56年 3月 )

第 32集 鴻 ノ巣遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 3月 )



第 33集 山 口遺跡発掘調査報告書 (昭和 56年 3月 )

第 34集 六反田遺跡発掘調査報告書 (昭和56年 12月 )

第 35集 南小泉遺跡 ―都市計画街路建設工事関係第 1次調査報告 (昭和57年 3月 )

第 36集 北前遺跡発掘調査報告書 (昭和 57年 3月 )

第 37集 仙台平野の遺跡群 I―昭和56年度発掘調査報告書― (昭和57年 3月 )

第 38集 郡山遺跡 Ⅱ―昭和56年度発掘調査概報 ― (昭和57年 3月 )

第 39集 燕沢遺跡発掘調査報告書 (昭和 57年 3月 )

第 40集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報 I(昭和57年 3月 )

第 41集 年報 3(昭和57年 3月 )

第 42集 郡山遺跡 ―宅地造成に伴 う緊急発掘調査 ― (昭和57年 3月 )

第 43集 栗遺跡 (昭和57年 8月 )

第 44集 鴻 ノ巣遺跡発掘調査報告書 (昭和 57年 12月 )

第 45集 茂庭 ―茂庭住宅団地造成工事地内遺跡発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )

第 46集 郡山遺跡Ⅲ―昭和 57年度発掘調査概報 ― (昭和58年 3月 )

第 47集 仙台平野の遺跡群 Ⅱ―昭和57年度発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )

第 48集 史跡遠見塚古墳昭和57年度環境整備予備調査概報 (昭和 58年 3月 )

第 49集 仙台市文化財分布調査報告 I(昭和58年 3月 )

第 50集 岩切畑中遺跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )

第 51集 仙台市文化財分布地図 (昭和 58年 3月 )

第 52集 南小泉遺跡 ―都市計画街路建設工事関係第 2次調査報告 (昭和58年 3月 )

第 53集 中田畑中遺跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )

第 54集 神明社窯跡発掘調査報告書 (昭和58年 3月 )

第 55集 南小泉遺跡 ―青葉女子学園移転新営工事地内調査報告 (昭和58年 3月 )

第 56集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報 工 (昭和58年 3月 )

第 57集 年報 4(昭和58年 3月 )

第 58集 今泉城跡 (昭和 58年 3月 )

第 59集 下 ノ内浦遺跡 (昭和58年 3月 )

第 60集 南小泉遺跡 ―倉庫建築に伴 う緊急発掘調査報告書― (昭和58年 3月 )

第 61集 山口遺跡 Ⅱ―仙台市体育館建設予定地 ― (昭和59年 2月 )

第 62集 燕沢遺跡 (昭和59年 3月 )

第 63集 丈跡陸奥国分寺跡昭和58年度発掘調査概報 (昭和59年 3月 )

第 64集 郡山遺跡 W―昭和58年度発掘調査概報 ― (FIS和 59年 3月 )

第 65集 仙台平野の遺跡群 Ⅲ―昭和58年度発掘調査報告書― (昭和59年 3月 )

第 66集 年報 5(昭和59年 3月 )

第 67集 富田水田遺跡 ―第 1冊―泉崎前地区 (昭和59年 3月 )

第 68集 南小泉遺跡 ―都市計画街路建設工事関係第 3次調査報告 (昭不口59年 3月 )

第 69集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅲ (昭和59年 3月 )

第 70集 戸 ノ内遺跡発掘調査報告書 (昭和59年 3月 )

第 71集 後河原遺跡 (昭和59年 3月 )

第 72集 六反 田遺跡 工 (昭和59年 3月 )

第 73集 仙台市文化財分布調査報告書 Ⅱ (昭和59年 3月 )

第 74集 郡山遺跡 V― 昭和59年度発掘調査概報 ― (昭和60年 3月 )

第 75集 仙台平野の遺跡群 Ⅳ―昭和59年度発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第 76集 仙台城三 ノ丸跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )

第 77集 山田上 ノ台遺跡 ―昭和59年度発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第 78集 中田畑中遺跡 ―第 2次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第 79集 欠ノ上 I遺跡発掘調査報告書 (昭和60年 3月 )

第 80集 南小泉遺跡 ―第12次発掘調査報告書 ― (昭和60年 3月 )

第 81集 南小泉遺跡 ―第13次発掘調査報告書― (昭和60年 3月 )

第 32集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報 Ⅳ (昭和60年 3月 )

第 83集 年報 6(昭和60年 3月 )

第 84集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅲ (昭和60年 3月 )

第 85集 官城県仙台市愛宕山装飾横穴古墳発掘調査報告書 (昭和60年 8月 )

第 86集 郡山遺跡Ⅵ―昭和60年度発掘調査概報 ― (昭和61年 3月 )

第 87集 仙台平野の遺跡群 V―昭和60年度発掘調査報告書― (昭和61年 3月 )

第 88集 上野遺跡発掘調査報告書 (昭和61年 3月 )

第 89集 仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報 V(昭和61年 3月 )

第 90集 若林城跡 ―平安時代の集落跡 ― (昭和61年 3月 )

第 91集 東北電力鉄塔関係遺跡調査報告書 (昭和61年 3月 )

第 92集 五城中北窯跡発掘調査報告書 (昭和61年 3月 )

第 93集 仙台市文化財分布調査報告 Ⅳ (昭和61年 3月 )

第 94集 年報 7(昭和61年 3月 )

第 95集 フ,生 (昭和62年 3月 )

第 96集 郡山遺跡Ⅶ一昭和61年度発掘調査概報 ― (昭和62年 3月 )

第 97集 仙台平野の遺跡群Ⅵ―昭和61年度発掘調査報告書― (昭和62年 3月 )

第 98集 富沢遺跡 (昭和62年 3月 )

第 99集 五本松窯跡発掘調査報告書 (昭和62年 3月 )

第100集  山田上 ノ台発掘調査報告書 (昭和62年 3月 )

第101集  仙台市高速鉄道関係遺跡調査概報Ⅵ (昭和62年 3月 )

第102集  六反田遺跡発掘調査報告書 (昭和62年 3月 )



第103集 元袋Ⅲ遺跡発掘調査報告書 (昭和62年 3月 )

第104集 宮沢遺跡―東北地方建設局長町宿舎建設工事に伴 う発掘調査報告書― (昭和62年 3月 )

第105集 北前遺跡発掘調査報告書 (昭和62年 3月 )

第106集 仙台市文化財分布調査報告書V(昭和62年 3月 )

第107集 年報 8(昭和62年 3月 )

第108集 春 日社古墳 。鳥居塚古墳発掘調査報告書 (昭和62年 8月 )

第109集 南小泉遺跡―第14次発掘調査報告書― (昭和62年 11月 )

第110集 郡山遺跡Ⅷ―昭和62年度発掘調査概報― (昭和63年 3月 )

第111集 仙台平野の遺跡群Ⅶ―昭和62年度発掘調査報告書― (昭和63年 3月 )

第112集 東光寺遺跡発掘調査報告書 (昭和63年 3月 )

第H3集 富沢遺跡第24次調査報告書 (昭和63年 3月 )

第H4集 富沢遺跡第28次調査報告書 (昭和63年 3月 )

第115集 下ノ内浦遺跡発掘調査報告書 (昭和63年 3月 )

第■6集 燕沢遺跡 (昭和63年 3月 )

第117集 富沢遺跡第33次発掘調査報告書 (昭和63年 3月 )

第118集 富沢遺跡第34次発掘調査報告書 (昭和63年 3月 )

第H9集 泉崎浦遺跡発掘調査報告書 (昭和63年 3月 )

第120集 錦ケ丘ニュータウン関連遺跡調査報告書 (昭和63年 3月 )

第121集 仙台市文化財分布調査報告書Ⅵ (昭和63年 3月 )

第122集 年報 9(昭和63年 3月 )

第123集 鴻ノ巣遺跡 (平成元年 3月 )

第124集 郡山遺跡X―昭和63年度発掘調査概報― (平成元年 3月 )

第125集 仙台平野の遺跡群Ⅷ―昭和63年度発掘調査報告書― (平成元年 3月 )

第126集 富沢遺跡・ 泉崎浦遺跡―仙台市高速鉄道関係遺跡発掘調査報告書 I― (平成元年 3月 )

第127集 上野遺跡―電力鉄塔関係発掘調査報告書 (平成元年 3月 )

第128集 富沢・ 泉崎浦・ 山口遺跡 -36～48次・ 4次・ 5～ 8次 ― (平成元年 3月 )

第129集 北前遺跡第 3次発掘調査報告書 (平成元年 3月 )

第130集 茂ケ崎横穴墓群 (平成元年 3月 )

第131集 南小泉遺跡―第15次発掘調査報告書― (平成元年 3月 )

第132集 年報10(平成元年 3月 )

第133集 郡山遺跡 X―平成元年度発掘調査概報― (平成 2年 3月 )

第134集 仙台平野の遺跡群X―平成元年度発掘調査報告書― (平成 2年 3月 )

第135集  富沢・ 山口遺跡(2)一 富沢遺跡50～ 56次・ 山口遺跡10～ 12次 ― (平成 2年 3月 )

第136集 下ノ内遺跡―仙台市高速鉄道関係遺跡発掘調査報告書Ⅱ― (平成 2年 3月 )

第137集 茂庭けんとう域 。東館跡発掘調査報告書 (平成 2年 3月 )

第138集 大野田古墳群発掘調査報告書 (平成 2年 3月 )

第139集 赤生津遺跡発掘調査報告書 (平成 2年 3月 )

第140集 南小泉遺跡―第16～ 18次発掘調査報告書 (平成 2年 3月 )

第141集 南小泉遺跡―第19次発掘調査報告書 (平成 2年 3月 )

第142集 東光寺 。青葉山A・ 富沢遺跡 (平成 2年 3月 )

第143集 年報H(平成 2年 3月 )

第144集 仙台城址の自然 (平成 2年 3月 )

第145集 郡山遺跡―第84次・ 85次発掘調査報告書― (平成 2年 6月 )

第146集 郡山遺跡�―平成 2年度発掘調査概報― (平成 3年 3月 )

第147集 仙台平野の遺跡群 X―平成 2年度発掘調査報告書― (平成 3年 3月 )

第148集 鴻ノ巣遺跡第 6次調査報告書 (平成 3年 3月 )

第149集 富沢遺跡―第30次調査報告書第 1分冊―縄文～近世編― (平成 3年 3月 )

第150集 富沢遺跡第35次発掘調査報告書 (平成 3年 3月 )

第151集  山口遺跡 (平成 3年 3月 )

第152集  富沢遺跡・ 泉崎浦・ 山口遺跡(3)(平成 3年 3月 )

第153集 南小泉遺跡第20次発掘調査報告書 (平成 3年 3月 )

第154集 燕沢遺跡第 4・ 5・ 6次発掘調査報告書 (平成 3年 3月 )

第155集 年報12(平成 3年 3月 )            .
第156集 郡山遺跡 -65次発掘調査報告書 (平成 4年 3月 )

第157集 杉土手・ 北前遺跡発掘調査報告書 (平成 4年 3月 )

第158集 町田遺跡発掘調査報告書 (平成 4年 3月 )

第159集 神柵遺跡発掘調査報告書 (平成 4年 3月 )

第160集 富沢遺跡30次発掘調査報告書第 2介冊―旧石器編― (平成 4年 3月 )

第161集 郡山遺跡�―平成 3年度発掘調査概報― (平成 4年 3月 )

第162集 仙台平野の遺跡群XI―平成 3年度発掘調査報告書― (平成 4年 3月 )

第163集 富沢遺跡・ 泉崎浦 。山口遺跡(4)-70次 ～79次 。下ノ内遺跡第 5次発掘調査報告書 (平成 4年 3月 )

第164集 南小泉遺跡 -21次発掘調査報告書 (平成 4年 3月 )

第165集 土手内遺跡発掘調査報告書 (平成 4年 3月 )

第166集  沼遺跡発掘調査報告書 (平成 4年 3月 )

第167集 年報13(平成 4年 3月 )

第168集 大蓮寺窯跡発掘調査報告書 (平成 5年 3月 )

第169集 郡山遺跡�―平成 4年度発掘調査報告書― (平成 5年 3月 )

第170集 仙台平野の遺跡群�―平成 4年度発掘調査報告書― (平成 5年 3月 )

第171集 富沢・ 泉崎浦・ 山口遺跡(5)一 第78・ 80～85次発掘調査報告書 (平成 5年 3月 )

第172集 富沢・ 泉崎浦・ 山口遺跡(6)一 第57・ 58・ 63・ 66・ 69次発掘調査報告書 (平成 5年 3月 )



第173集  下 ノ内浦遺跡第 5次発掘調査報告書 (平成 5年 3月 )

第174集  安久東遺跡第 3次発掘調査報告書 (平成 5年 3月 )

第175集  洞雲寺遺跡発掘調査報告書 (平成 5年 3月 )

第176集  年報 14(平成 5年 3月 )

第177集  郡山遺跡 ―第94次発掘調査報告書― (平成 6年 3月 )

第178集  郡山遺跡� ―平成 5年度発掘調査概報 ― (平成 6年 3月 )

第179集  仙台平野の遺跡群� ―平成 5年度発掘調査報告書― (平成 6年 3月 )

第180集  大倉地区遺跡範囲確認調査報告書 (平成 6年 3月 )

第181集  北原街道 B遺跡発掘調査報告書 (平成 6年 3月 )

第182集  中田南遺跡発掘調査報告書 (平成 6年 3月 )

第183集  仙台東郊条里跡発掘調査報告書 (平成 6年 3月 )

第184集  富沢 。泉崎浦・ 山口遺跡(7)一富沢遺跡第87次発掘調査報告書 (平成 6年 3月 )

第185集  今泉遺跡第 3次発掘調査報告書 (平成 6年 3月 )

第 186集 昭和北遺跡発掘調査報告書 (平成 6年 3月 )

第187集  愛宕山横穴墓群 ―第 3次発掘調査報告書― (平成 6年 3月 )

第 188集 元袋遺跡第 2次発掘調査報告書 (平成 6年 3月 )

第189集  年報 15(平成 6年 3月 )

第 190集 高柳遺跡調査報告書 (平成 7年 3月 )

第191集 下飯田遺跡発掘調査報告書 (平成 7年 3月 )

第192集 南小泉遺跡第22・ 23次発掘調査報告書 (平成 6年10月 )

第193集 伊古田遺跡 ―仙台市高速鉄道関係遺跡発掘調査報告書Ш― (平成 7年 3月 )

第194集  郡山遺跡 XV―平成 6年度発掘調査概報 ― (平成 7年 3月 )

第195集  仙台平野の遺跡群 XⅣ―平成 6年度発掘調査報告書― (平成 7年 3月 )

第196集  南小泉遺跡第25次発掘調査報告書 (平成 7年 3月 )

第197集 北 目城跡発掘調査報告書 (平成 7年 3月 )

第198集  上 ノ原山遺跡発掘調査報告書 (平成 7年 3月 )

第199集  六反田遺跡 ―仙台市高速鉄道関係遺跡発掘調査報告書Ⅳ― (平成 7年 3月 )

第200集 四郎丸遺跡発掘調査報告書 (平成 7年 3月 )

第201集 今泉遺跡第 4次発掘調査報告書 (平成 7年 3月 )

第202集 下 ノ内浦遺跡第 5次発掘調査報告書 (平成 7年 3月 )

第203集 富沢 。泉崎浦・ 山口遺跡(8)一 第 88・ 89次発掘調査報告書― (平成 7年 3月 )

第204集 年報 16(平成 7年 3月 )

第205集 野川遺跡発掘調査報告書 (平成 8年 3月 )

第206集 中田南遺跡 ―第 2次発掘調査報告書 ― (平成 7年 7月 )

第207集 仙台市高速鉄道関係遺跡発掘調査報告書V(平成 8年 3月 )

第208集 富沢・ 泉崎浦・ 山 口遺跡(9)一 第92～94次発掘調査報告書 (平成 8年 3月 )

第209集 笹森城跡発掘調査報告書 (平成 8年 3月 )

第210集 郡山遺跡 XⅥ ―平成 7年度発掘調査概報 ― (平成 8年 3月 )

第211集 仙台平野の遺跡群 XV―平成 7年度発掘調査報告書― (平成 8年 3月 )

第212集 年報 17(平成 8年 3月 )

仙台市文化財報告書第212集

平 成 7年 度
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